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新しい農業委員、
農地利用最適化推進
委員が就任しました。
※詳しくは４・５ページをご覧ください

◇会長あいさつ・視察研修報告…………２P
◇研究部会活動報告…………… ３Ｐ・６Ｐ
◇農業委員・農地利用最適化
　推進委員の紹介……………… ４Ｐ・５Ｐ
◇市への意見書の提出………………… ６Ｐ
◇新しい担い手の紹介………………… ７Ｐ
◇新しい農業委員会・編集後記……… ８Ｐ

主 な 内 容

農地等の利用の最適化の推進に関する意見書を提出 鳥獣害対策研究部会

耕作放棄対策研究部会 経営安定対策研究部会
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去
る
７
月
に
農
業
委
員
の
改
選
が

あ
り
、
新
た
な
顔
ぶ
れ
に
よ
る
３
年

間
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
期
の
初
総
会
に
お
い
て
各
委
員

の
皆
様
か
ら
信
任
を
い
た
だ
き
、
こ

の
た
び
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
昨
年
の
農
業
は
天
候
に
振

り
回
さ
れ
た
１
年
で
し
た
。

　

ま
ず
、
日
照
り
に
よ
る
水
不
足
に

よ
っ
て
田
植
え
が
遅
れ
た
こ
と
に
始

ま
り
、
待
望
の
雨
が
降
っ
た
と
思
え

ば
、
夏
の
長
雨
と
日
照
不
足
に
よ
る

農
作
物
の
生
育
被
害
に
苦
し
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

極
め
つ
け
は
矢
継
ぎ
早
に
上
陸
し

た
台
風
18
号
、
台
風
21
号
に
よ
っ
て
、

実
り
を
迎
え
、
収
穫
を
待
つ
農
作
物

が
大
き
な
被
害
に
遭
い
、
特
に
水
稲

は
広
い
地
域
で
倒
伏
し
て
い
た
の
を

記
憶
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
苦
労
が
非
常
に
多

い
1
年
で
し
た
が
、
そ
の
分
収
穫
の

喜
び
は
よ
り
大
き
な
も
の
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
今
の
農
業
情
勢
は
、
担

い
手
の
減
少
と
農
業
者
の
高
齢
化
に

よ
る
遊
休
農
地
の
増
加
、
鳥
獣
被
害

の
拡
大
等
の
厳
し
い
問
題
を
抱
え
、

農
業
所
得
や
生
産
意
欲
の
低
下
が
ま

す
ま
す
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
、
我
が
国
に
お

い
て
は
農
業
生
産
力
の
増
進
及
び
農

業
経
営
の
合
理
化
を
図
る
た
め
農
業

委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
農
業
委
員
会
に
お
い
て
も
、
平

成
29
年
7
月
か
ら
新
制
度
で
の
委
員

会
運
営
が
始
ま
り
、
農
業
委
員
と
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
2
つ
の

委
員
に
よ
る
組
織
に
生
ま
れ
変
わ
り

ま
し
た
。

　

現
在
、
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集

積
・
集
約
化
、
遊
休
農
地
の
解
消
、
新

規
参
入
の
促
進
な
ど
、
農
地
利
用
の
最

適
化
の
推
進
に
つ
い
て
、
農
業
委
員
と

推
進
委
員
と
が
密
に
連
携
を
図
り
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
の
よ
り
一
層

の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

農
業
委
員
会
会
長
あ
い
さ
つ

佐
野
市
農
業
委
員
会
　
会
長
　
杉
　
山
　
　
　
忠

　

10
月
26
日
・
27
日
、
農
業
委
員
会

で
は
、
視
察
研
修
を
実
施
し
、
１
日

目
は
新
た
な
技
術
開
発
を
通
じ
て
宮

城
県
農
業
の
振
興
を
支
援
す
る
宮
城

県
農
業
園
芸
総
合
研
究
所
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
総
面
積
96
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
も
及
ぶ
広
大
な
敷
地
の
一
画
で
、

花
を
咲
か
せ
、
間
も
な
く
収
穫
に
な

ろ
う
か
と
い
う
イ
チ
ゴ
の
栽
培
現
場

を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

宮
城
県
で
は
北
海
道
市
場
向
け
の

イ
チ
ゴ
の
栽
培
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
イ
チ
ゴ
の
新
品
種
育
成
、
安

定
生
産
技
術
の
開
発
の
話
を
中
心
に
、

低
コ
ス
ト
化
や
新
規
品
目
な
ど
、様
々

な
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

特
に
東
日
本
大
震
災
の
津
波
被
害

に
よ
る
塩
害
対
策
が
き
っ
か
け
で
、

宮
城
県
で
の
イ
チ
ゴ
栽
培
は
水
道
水

を
利
用
し
た
溶
液
栽
培
、
高
設
栽
培

が
主
流
に
な
っ
た
と
い
う
話
は
印
象

深
い
も
の
で
し
た
。

　

佐
野
市
で
も
イ
チ
ゴ
の
栽
培
が
盛

ん
で
あ
り
、
お
互
い
の
意
見
交
換
が

図
ら
れ
る
な
ど
、
有
意
義
な
視
察
研

修
と
な
り
ま
し
た
。

　

2
日
目
は
せ
ん
だ
い
農
業
園
芸
セ

ン
タ
ー
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

農
と
触
れ
合
う
交
流
拠
点
と
し
て
、

多
く
の
市
民
に
農
業
と
触
れ
合
う

き
っ
か
け
を
提
供
し
、
農
業
の
普
及

に
努
め
る
施
設
と
し
て
、
フ
ラ
ワ
ー

ガ
ー
デ
ン
、
キ
ッ
ズ
ガ
ー
デ
ン
、
市

民
農
園
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
学
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
内
容
を
今
後
の
活
動
の
糧
に
、

佐
野
市
の
農
業
の
発
展
の
た
め
微
力

な
が
ら
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

農
業
先
進
地
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た

佐
野
市
農
業
委
員
会
　
会
長
職
務
代
理
者
　
森
　
下
　
憲
　
一

栽培技術の現地説明
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わ
な
猟
講
習
会

鳥
獣
害
対
策
研
究
部
会

副
部
会
長
　
相
場
　
重
雄

　

近
年
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物

の
被
害
は
、
山
間
部
か
ら
人
家
付
近

に
ま
で
お
よ
び
、
地
域
全
体
の
深
刻

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

鳥
獣
害
対
策
研
究
部
会
で
は
、
有

害
鳥
獣
の
捕
獲
技
術
を
学
び
、
そ
の

推
進
を
図
る
た
め
に
、
11
月
8
日
、

田
沼
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
佐
野

市
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
主
催

の
わ
な
猟
講
習
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

栃
木
県
の
担
当
職
員
の
方
か
ら
講

義
を
受
け
、
基
本
知
識
や
注
意
事
項

等
を
興
味
深
く
学
び
、
そ
の
後
、
戸

奈
良
町
の
山
間
部
で
猟
友
会
安
蘇
支

部
の
皆
様
か
ら
実
際
に
箱
わ
な
を

使
っ
た
指
導
を
受
け
、
改
め
て
鳥
獣

害
対
策
の
大
変
さ
を
知
り
ま
し
た
。

　

少
し
で
も
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作

物
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
引
き
続
き

研
修
会
に
参
加
し
協
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

中
間
管
理
機
構
の
役
割
や
、
農
地
利

用
の
あ
り
方
を
地
域
ぐ
る
み
で
ま
と

め
る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
と
の
関

係
、
要
件
を
満
た
せ
ば
機
構
集
積
協

力
金
な
ど
の
交
付
を
受
け
ら
れ
る
メ

リ
ッ
ト
な
ど
、実
際
に
農
地
の
集
積
・

集
約
を
推
進
す
る
際
に
役
立
つ
具
体

的
な
話
な
ど
、
多
く
の
話
を
聞
く
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

貸
し
手
と
担
い
手
と
の
中
間
的
な

役
割
の
中
に
は
継
続
し
た
強
力
な
サ

ポ
ー
ト
が
重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
も
関
係
す
る
皆
様
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
、「
農
地
利
用
の
最
適

化
」
に
関
す
る
活
動
を
周
知
し
、
一

層
の
資
質
向
上
と
積
極
的
な
参
画
に

努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
農
地

中
間
管
理
機
構
」
の
設
立
さ
れ
た
背

景
や
仕
組
み
に
つ
い
て
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

12
月
22
日
、
佐
野
市
農
政
課
の
職

員
を
講
師
に
、
澁
江
部
会
長
の
挨
拶

と
進
行
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
後
継
者
の
不
足
、
耕
作
放
棄

地
の
増
加
の
中
、
地
域
の
担
い
手
に

効
率
良
く
農
業
経
営
を
進
め
る
中
間

的
な
農
地
の
受
け
皿
と
し
て
の
農
地

農
地
中
間
管
理
機
構
研
修
会

経
営
安
定
対
策
研
究
部
会

副
部
会
長
　
立
川
　
久
恵

「箱わな」設置方法の説明

農地中間管理機構研修会

農業青色申告のすすめ
　佐野市農業青色申告会では、会員を
対象に各種申告書類の書き方・提出に
ついて講習会や相談会を開催しており
ます。
　新たな会員を募集しています。申し
込みは佐野市農業青色申告会事務局へ
　（農業委員会事務局内
　　電話 ０２８３－２０－３０５９）

お持ちの農地について

佐野市農業公社にご相談ください！佐野市農業公社にご相談ください！

・高齢で耕作が続けられない…
・相続したが管理できない…

（公財）佐野市農業公社
電話0283－21－5489

〒327-0007 佐野市金吹町2351

① 借り手を探すお手伝いをします。
② 借り手が見つかった際の契約の手続きをします。

いてて

相談ください相談ください！ご相談ください！

られれなないい…い…い…い…………い
きないい…
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農
地
法
に
基
づ
き
、
農
地

の
有
効
活
用
を
図
る
た

め
、
農
業
委
員
会
が
担

う
責
務
を
果
た
し
ま
す
。

①富士町
②界・犬伏地区

杉 山　 忠

担
い
手
へ
の
農
地
集
積

や
、
将
来
の
備
え
に
、

農
業
者
年
金
加
入
推
進

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

①小中町
②佐野・堀米・旗川地区

小堀和彦

抜
本
的
な
耕
作
放
棄
地
解

消
と
、
後
継
者
が
農
業
に

夢
を
託
し
て
働
け
る
よ
う

全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

①田島町
②界・犬伏地区

島田一男

中
山
間
地
の
鳥
獣
被
害

や
耕
作
放
棄
地
解
消
の

た
め
に
努
力
し
、
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

①下彦間町
②新合・飛駒地区

相場重雄

耕
作
放
棄
地
の
解
消
や

地
域
農
業
の
振
興
の
た

め
、
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

①赤見町
②赤見地区

志賀喜一

耕
作
放
棄
地
の
解
消
や

地
域
の
世
話
役
、
農
家

の
相
談
役
と
し
て
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

①大古屋町
②植野地区

谷　 正 雄

農
地
法
に
基
づ
く
指
導

を
行
い
、
地
域
の
方
か
ら

信
頼
さ
れ
る
委
員
と
し

て
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

①小見町
②田沼・戸奈良・田沼南部地区

澁江修身

佐
野
市
の
農
業
振
興

に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

①下羽田町
②吾妻地区

遠 藤　 宏

農
政
活
動
と
農
業
振
興

に
頑
張
り
、
担
い
手
の
所

得
向
上
、
農
地
の
集
積
に

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

①上羽田町
②吾妻地区

松本信行

新
規
就
農
者
の
支
援
を

通
じ
て
、
耕
作
放
棄
地

の
解
消
や
都
市
と
農
村

の
交
流
を
目
指
し
ま
す
。

①牧町
②常盤・氷室地区

立川勝美

地
域
の
農
業
振
興
に
努

力
し
、
獣
害
対
策
に
取

り
組
み
、
農
業
の
躍
進

に
寄
与
い
た
し
ま
す
。

①中町
②葛生地区

新 井　 勉

農
業
委
員
紹
介　氏　名

①住所地
②担当地区

　

平
成
29
年
７
月
20
日
よ
り
市
長
の
任
命

を
う
け
、
新
し
い
農
業
委
員
が
活
動
を
始

め
ま
し
た
。

　

佐
野
市
の
農
家
の
代
表
と
し

て
農
地
の
利
用
の
最
適
化
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

農
地
法
等
の
法
令
を
学

び
、
地
域
農
業
の
発
展

に
貢
献
い
た
し
ま
す
。

①田島町
②植野地区

島田俊行

地
域
農
業
の
振
興
と
、
農

業
後
継
者
の
育
成
に
努

め
、
市
の
農
業
振
興
に

寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

①栃本町
②栃本・田沼北部地区

本島光雄

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

地
域
農
業
の
世
話
役
と

し
て
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

①牧町
②常盤・氷室地区

立川久恵

農
業
の
活
性
化
と
、
豊

か
な
自
然
と
の
共
存
を

次
世
代
へ
繋
ぐ
た
め
に

頑
張
り
ま
す
。

①岩崎町
②三好・野上地区

川上美由紀

中
山
間
地
域
の
農
業
振

興
と
耕
作
放
棄
地
解
消

に
向
け
、
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

①長谷場町
②三好・野上地区

森下憲一
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中
山
間
地
域
の
代
表
と

し
て
耕
作
放
棄
地
の
解

消
や
鳥
獣
害
対
策
に
取

り
組
み
ま
す
。

①牧町
②常盤・氷室地区

縫田重吉

農
業
委
員
の
方
々
と
連

携
を
密
に
し
て
、
地
域

農
業
の
発
展
の
た
め
、

努
力
を
致
し
ま
す
。

①中町
②葛生地区

中島敏男

中
山
間
地
域
の
農
業
振

興
と
、
耕
作
放
棄
地
解

消
に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

①飛駒町
②新合・飛駒地区

提箸久雄

耕
作
放
棄
地
や
遊
休
農

地
の
解
消
と
鳥
獣
害
対

策
に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

①山形町
②新合・飛駒地区

向田哲也

鳥
獣
害
対
策
や
耕
作
放

棄
地
解
消
に
取
り
組
み
、

地
域
農
業
発
展
に
努
力

し
ま
す
。

①作原町
②三好・野上地区

黒田周太郎

中
山
間
地
域
の
耕
作
放

棄
地
解
消
と
有
効
活
用
、

環
境
保
全
に
努
め
ま
す
。

①岩崎町
②三好・野上地区

安部郁夫

地
域
の
農
業
振
興
の
た

め
、
農
地
法
に
基
づ
き
、

委
員
と
し
て
努
め
ま
す
。

①飯田町
②植野地区

細田廣好

農
地
利
用
の
集
積
や
耕

作
放
棄
地
発
生
防
止
を

地
域
の
農
業
者
と
共
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

①船津川町
②植野地区

関口光司

中
山
間
地
域
の
農
業
振

興
と
鳥
獣
害
対
策
に
取

り
組
み
、
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

①出流原町
②赤見地区

尾 花　 收

地
域
農
地
の
集
積
・
集
約

等
の
効
率
化
を
図
る
た

め
、
実
態
把
握
と
支
援
を

実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。

①堀米町
②佐野・堀米・旗川地区

若田部明

推
進
委
員
と
し
て
、
地

域
の
農
地
利
用
の
最
適

化
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

①多田町
②栃本・田沼北部地区

田中利男

地
域
の
耕
作
放
棄
地
の

解
消
、
農
地
の
集
約
、

収
入
増
の
農
業
を
目
指

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

①戸奈良町
②田沼・戸奈良・田沼南部地区

金子一郎

地
域
農
業
の
発
展
の
た

め
、
推
進
委
員
と
し
て

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

①高橋町
②吾妻地区

新井正行

鳥
獣
害
か
ら
農
地
を
守

り
、
地
域
農
業
の
振
興

に
微
力
な
が
ら
尽
力
い

た
し
ま
す
。

①村上町
②吾妻地区

島田久雄

耕
作
放
棄
地
の
解
消
や

担
い
手
の
育
成
に
微
力

な
が
ら
寄
与
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

①西浦町
②界・犬伏地区

小関昭男

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防

止
・
解
消
に
向
け
、
積

極
的
に
現
場
活
動
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

①馬門町
②界・犬伏地区

片 柳　 實

農
地
利
用
最
適
化

　
　

推
進
委
員
紹
介　氏　名

①住所地
②担当地区

　

新
し
く
組
織
さ
れ
た
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
は
地
元
地
域
に
密
着
し
た
活
動
に
よ

り
、
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
、

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

農
地
利
用
最
適
化

　
　

推
進
委
員
紹
介
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○農地の所有権移転や貸し借りをするとき
　農地を売買・交換・贈与するとき、貸し借りをするときは、許可が必要です
○農地を転用するとき
　農地を農地以外にするには、許可や届出が必要です
○農地を相続したとき
　農地を相続したときは、届出が必要です

（問い合わせ　農業委員会事務局☎20-3059）
※一部申請は締切日を設けています。

こんなときは手続きが必要です！

平
成
30
年
度

農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の

　

推
進
に
関
す
る
意
見
書
を
提
出

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の

改
正
で
は
、
農
業
委
員
に
加
え
、
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
新
設
し
、

農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に

関
す
る
事
務
を
農
業
委
員
会
の
最
も

重
要
な
事
務
と
し
て
位
置
づ
け
て
お

り
ま
す
。
当
部
会
で
は
、
そ
の
中
の

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
へ
の

取
り
組
み
に
よ
る
、
農
地
等
の
利
用

の
効
率
化
及
び
高
度
化
の
促
進
つ
い

て
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

土
地
利
用
型
を
中
心
と
し
た
佐
野

市
の
農
業
は
、
兼
業
化
が
進
み
、
担

い
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
山
間
地
域
で
は
、
有
害

鳥
獣
の
被
害
、
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
や
減
少
に
よ
り
、
農
地
の
遊
休
化

が
進
ん
で
お
り
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
古
来
よ
り
農

業
を
尊
重
し
な
い
社
会
は
、
生
命
を

尊
重
し
な
い
社
会
で
、
早
晩
に
行
き

詰
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
文
化

の
神
髄
は
生
命
を
大
事
に
す
る
心
で

あ
り
、
農
業
を
大
事
に
す
る
国
が
文

化
国
家
で
あ
る
と
識
者
は
言
い
ま
す
。

　

農
業
経
営
環
境
が
年
々
変
化
し
、

農
家
の
状
況
も
厳
し
く
な
っ
て
い
る

中
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
の
解
決
の
た

め
に
、
佐
野
市
、
農
業
委
員
会
、
土

地
改
良
区
、
農
業
公
社
等
が
連
携
し
、

農
地
の
利
用
状
況
を
調
査
し
、
遊
休

農
地
を
農
地
中
間
管
理
機
構
や
農
業

公
社
を
活
用
し
、
農
地
の
集
積
・
集

約
化
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
の
施
策
等
を
取
り
入

れ
、
圃
場
整
備
な
ど
農
地
の
大
型
化

も
求
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
も
地
域

の
課
題
解
決
の
た
め
活
動
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、「
平
成
30
年

度
佐
野
市
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化

の
推
進
に
関
す
る
意
見
書
」
を
ま
と

め
、
10
月
25
日
に
岡
部
市
長
に
提
出

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
長
と
農
業
委
員
、
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
の
意
見
交

換
も
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
鳥
獣
害
対
策

二
、
耕
作
放
棄
地
対
策

三
、
担
い
手
の
確
保
と
支
援

四
、
農
業
基
盤
の
整
備
対
策

※
詳
細
は
佐
野
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

遊
休
農
地
の
解
消
に
向
け
て

耕
作
放
棄
対
策
研
究
部
会

部
会
長
　
島
田
　
一
男

遊休農地現地調査

意見の内容を説明する杉山会長
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㈲
篠
原
フ
ァ
ー
ム
友ゆ
う
ま
い米
家や

の

由
拓
さ
ん
は
平
成
28
年
実
家
の

田
植
え
を
手
伝
っ
た
際
に
就
農

を
決
意
し
、
翌
年
か
ら
本
格
的

に
農
業
を
始
め
ま
し
た
。
ご
家

族
の
支
え
も
あ
り
、
不
安
は
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
日
々
の
農
作
業
は
も
ち
ろ

ん
、
研
修
会
や
周
り
の
若
い
担

い
手
と
の
交
流
の
中
で
、
日
々

新
し
い
発
見
や
経
験
が
あ
る
。」

と
楽
し
そ
う
に
話
す
由
拓
さ
ん
。

　

現
在
は
米
麦
や
、
ハ
ト
ム
ギ
、

大
豆
の
他
に
、
就
農
と
同
時
期

に
導
入
し
た
冬
の
ネ
ギ
栽
培
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
目
標
を
尋
ね
る
と
、

「
農
業
へ
の
負
の
イ
メ
ー
ジ
を

払
拭
し
た
い
。
丁
寧
に
作
業
す

る
こ
と
を
通
じ
て
農
業
の
魅

力
を
周
囲
へ
伝
え
た
い
。」
と
、

意
気
込
み
を
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

「
農
業
に
　
魅
せ
ら
れ
て
」　

篠
原
由よ
し
ひ
ろ拓

さ
ん
（
堀
米
町
）

第９回第９回

営
農
・
生
活
に
役
立
つ

　
　
農
業
総
合
専
門
誌
。

を
読
み
ま
し
ょ
う
！

購
読
申
し
込
み
は

　
農
業
委
員
会
事
務
局

又
は
農
業
委
員
・
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
へ

　

会
社
員
と
し
て
肥
料
や
農
薬

の
販
売
を
し
て
い
た
兼
業
農
家

の
竜
彦
さ
ん
は
、
担
当
し
て
い

　「
品
質
に
　
自
信
あ
り
」　

中
里
竜た
つ
ひ
こ彦

さ
ん
（
戸
奈
良
町
）

た
ナ
ス
農
家
の
方
々
を
見
て
い

る
う
ち
に
自
ら
も
本
格
的
に
農

業
を
始
め
た
い
と
思
っ
た
そ
う

で
す
。

　

現
在
は
兼
業
の
頃
か
ら
の
米

麦
の
栽
培
に
加
え
て
露
地
と
ハ

ウ
ス
４
棟
で
の
ナ
ス
栽
培
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ハ
ウ
ス
で
の
温
度
管
理
に

は
気
を
使
う
し
、
５
月
か
ら
７

月
に
か
け
て
米
麦
と
ナ
ス
の
作

業
が
重
な
っ
て
大
変
だ
が
、
高

品
質
な
ナ
ス
は
自
慢
だ
よ
。」

と
語
る
竜
彦
さ
ん
。
現
在
の
目

標
に
つ
い
て
は
、「
品
質
を
維

持
し
な
が
ら
収
量
も
増
や
し
て

い
き
た
い
。
今
年
は
ハ
ウ
ス
栽

培
４
年
目
だ
け
ど
初
心
を
忘
れ

な
い
で
臨
み
た
い
。」
と
頼
も

し
い
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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新
体
制
に
な
っ
て
初
め
て
の
農
業

委
員
会
だ
よ
り
と
な
り
ま
す
。
発
行

に
関
し
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
者

の
皆
様
に
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

　

新
し
い
農
業
委
員
会
で
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
、
遊
休
農
地
の
解
消
や

農
地
の
集
積
・
集
約
化
の
た
め
活
動

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
本
誌
を
通
し
て
委
員

の
活
動
や
地
域
農
業
の
情
報
を
、
農

家
の
皆
様
に
わ
か
り
や
す
く
、
親
し

み
や
す
く
伝
え
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編

集

後

記

編
集
委
員
長　
　
　

杉
山　
　

忠

副
編
集
委
員
長　
　

森
下　

憲
一

編
集
委
員

　

遠
藤　
　

宏　
　

川
上
美
由
紀

　

小
堀　

和
彦　
　

立
川　

久
恵

　
　

編 集 委 員

農業委員会は、農地等の利用の最適化（担い手への農地の集積・集約化、耕作放棄地の発生防止・
解消、新規参入の促進）の推進に積極的に取り組んでいくべきことが制度的に位置づけられました。

農業委員と農地利用最適化推進委員の連携

農業委員

●委員会に出席し、最終的に合議体として
決定（これに加えて現場活動を行う）

・農業委員会の総会等での意思決定を担います

●農地利用の最適化の推進に関する指針の
策定・変更

・農地等の利用の最適化の推進に関する数
値目標を定めるとともに、その目標達成
に向けた具体的な推進の方法を定めます

●農地等の権利移動の許可、農用地利用集
積計画の決定

・農地法に基づく農地等の貸借、売買の許
可、市が農用地利用集積計画を定める場
合の決定を行います

●農地転用許可に当たり、具申すべき意見
の決定

・申請に基づいて、立地条件や周辺の農地
に影響が出ないかなどを検討し、意見を
決定します

●農地等の利用の最適化の推進に関する施
策等について提出する意見の決定

・関係行政機関等へ農地等の利用の最適化の
推進について、具体的な意見を提出します

●担当区域において現場活動を行う
・「農地等の利用の最適化」＝担い手への農
地の集積、耕作放棄地の発生防止・解消、
新規参入の支援活動など実践活動が主体
となります

●推進委員として意見を述べる
・農業委員会の農地等の利用の最適化の推
進に関する指針づくりに参画します

●指針に基づいて現場活動を行う

●推進委員として意見を述べる
・要求に応じて総会等に出席し、農地等の
利用の最適化の推進に関して意見を述べ
ます

●推進委員として意見を述べる
・自らの希望で総会等へ出席し、農地等の
利用の最適化の推進に関して意見を述べ
ることができます

農地利用最適化推進委員

農地中間管理機構

推進委員の
意見を聴取

推進委員に
総会等への
出席要求

推進委員は
希望により、
総会等に出席
可能

農業委員会

連   携 連   携

連　携

～新しい農業委員会～（H29.7.20～）


